
Global Accelerator

● AWS Global Acceleratorは、AWSのグローバルネット

ワークを使用してアプリケーションへアクセスする方法を提

供するサービスです。

○ つまり、公衆インターネット回線を使用しない通信経

路を利用できます。
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● おさらいです、

● AWSには世界の各拠点、リージョンには複数のアベイラビ

リティーゾーン（データセンター）とエッジロケーション（中継

施設）があり、

● 世界中には色々なリージョンが点在しています。

● そして、これらリージョンは

● 高帯域で冗長化されたAWSの専用ネットワーク回線で接

続されています。

● 高帯域で冗長化とは

● 安定した品質で、ハイスピードな、故障に強いネットワー

ク、ということです。

● これがAWSの地理的な施設、グローバルインフラストラク

チャです。
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距離的に近い、または重み付け
で適切なリージョンへ通信

● では、複数リージョンでロードバランサーの背後にEC2
インスタンスでアプリを運用している例をとり説明してい

きます。

○ 東京リージョンにロードバランサーを、もう一方、

バージニア北部リージョンにも同様のアプリケー

ションを稼働しているとします。

■ GAは、このようにアプリケーションをマルチ

リージョンに展開していて、エンドポイントが

複数ある場合などに有効です。

○ アクセスするユーザーに対して、東京かアメリカ

か、近い方のリージョンにトラフィックを誘導したい

とします。

● ユーザーからのトラフィクはRoute 53に対し、グローバ

ルアクセラレーターのエンドポイントを示したエイリアス

レコードを参照します。

○ この例では、example.comというドメインのIPアド



○ レスを問い合わせ、2つのIPアドレスに解決したとしま

す。

■ ちなみに、この例ではGAの設定で、東京リージョ

ンのLBのDNS名と、バージニア北部リージョンの

DNS名を確認し、ひとつのエンドポイントグループ

として設定します。

■ このエンドポイントグループに対し、静的な2つの

IPアドレスとGAのDNS名が割り当てられます。

■ Route 53のエイリアスレコードで、オリジナルのカ

スタムドメインexample.comとGAのDNS名を紐

づけることによりGAの2つのIPアドレスが取得で

きます。

● なお、エイリアスレコードの詳細はRoute 53
講座でも解説しています。

● 2つのIPアドレスは静的なので変わりませ

ん。

○ ユーザーに近いエッジロケーションに

アクセスはルーティングされ、2つの

リージョンで稼働しているエンドポイン

トに導かれます。

○ 複数のリージョンでアプリを稼働している場合、この2つ
のIPアドレスで接続できるわけですね。

■ クライアント側はどこのエンドポイントかを意識す

ることなく、提供される静的 IP アドレスを利用す

れば、ユーザーに近い場所のリージョンに導かれ

ます。

● 設定により、パーセンテージで重み付



● けの設定もできますよ。
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● ユーザーのトラフィックは近くのエッジロケーションをとし

て、適切なエンドポイントに導かれます

○ その後、高速なAWSのグローバルネットワークを

利用して、エンドポイント、この場合はロードバラ

ンサーにアクセスできるというわけです。

■ インターネット回線と比較して安定していま

すし、帯域的なメリットもありますよね。

■ GAはエンドポイントの健全性を継続的に監

視しています、両方のリージョンのアプリが

ヘルシーな状態でしたら問題ありません

が、もしもアンヘルシーな（不健全）なエンド

ポイントが検出された場合、
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■ 1分以内にヘルシーな（健全）なエンドポイン

トにトラフィックはリダイレクトします。

○ なお、AWS Global Acceleratorは、TCP、
HTTP、HTTPSのヘルスチェックを用いて、アプリ

ケーションエンドポイントの健全性を継続的に監

視しています。UDPは行いません。
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参照元：https://aws.amazon.com/jp/global-accelerator/

・Appication Load balancer
・Network Load Balancer
・EC2 インスタンス

・Elastic IP

などの AWS アプリケーションエン

ドポイントを指定可能

● 最後に、こちらはAWS公式ドキュメントから「マルチリー

ジョンアプリケーション」向けの構成図を引用します。

● 今回の例では エンドポイントにApplication Load 
Balancer、を例にとりましたが、

○ 他にもNetwork Load Balancer、EC2 インスタン

ス、Elastic IP などの AWS アプリケーションエン

ドポイントを指定できます。

参考資料：AWS公式ドキュメント

https://aws.amazon.com/jp/global-accelerator/

https://aws.amazon.com/jp/global-accelerator/

